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を用いて分析した結果、4 カテゴリー、8 サブカテゴリー、28 概念が生成され、中学生の問題への
取り組みには「第 1 段階：問題状況の意識化」「第 2 段階：身近な相手とのかかわり」「第 3 段階：




研究 2 では、研究 1 と同様の手法を用いて、高校生による資源の活用に着目した問題解決のプロ
セスを明らかにし、そのプロセスに応じた資源の活用について検討した。その結果、4 カテゴリー、
8 サブカテゴリ―、24 概念が生成され、高校生の問題への取り組みには「第 1 段階：問題状況の意













 研究 5 では、A 中学校の 4 年間にわたる教育相談のシステム構築において、養護教諭が行ったコ
ーディネーションについて検討した。その結果、養護教諭は、①個別の援助チームにおける援助者
への情報伝達や連携の促進、②教育相談部会（コーディネーション委員会）の機能の促進と活性化、
③校内体制を整えるマネジメントへの関与と、学校心理学（石隈, 1999）が示す 3 つのシステムの
レベルに応じたコーディネーションを行い、援助システムの構築を促進していたことが明らかにな
った。 
研究 6 では、研究 1・研究 2 の結果である「生徒の問題への取り組みにおける資源の活用」と、
研究 3・研究 4・研究 5 の結果である「資源の活用を促す養護教諭のコーディネーション」の結果
を統合し、中学校と高校共通の実践仮説となる「養護教諭による生徒の資源の活用を促すコーディ
ネーモデル」を生成した。 
研究 7 で中学校、研究 8 では高校の養護教諭を対象に、このモデルを活用した実践を依頼し、そ
の実践結果をもとに臨床的妥当性の検討を行った。研究 7-1 では、3 名の中学校養護教諭によって、
ほぼモデル通りの実践が行われ、ある程度の生徒の問題状況の解決および心理的な成長が確認され
た。研究 8-1 でも、中学校と同様に、3 名の高校養護教諭によって、ほぼモデル通りの実践が行わ
れ、ある程度の生徒の問題状況の解決および心理的な成長が確認された。 
研究 7-2 では、研究 7-1 の実践校から 2 校抽出し、実践当事者ではない中学校養護教諭 5 名を対
象に、事例とコーディネーションモデルの適合状況の確認を行った。その結果、「生徒の問題状況
の把握」、「必要な援助者との連絡調整」の適合がやや低かったが、それ以外はほぼ「○：よく行わ




研究 7-3 では、研究 7-1 で実践した事例を対象に、「養護教諭による生徒の資源の活用を促すコ
ーディネーモデル」の実践に関する信頼性（trustworthiness）の評価を行うため、①研究者によ


















平成 25 年 7 月 5 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。
 
